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はじめに
　ボンとベルリンとは，ともに首都となった経験をもつが，前者は閑雅静
寂な地方中都市，また後者はこんにち総人口350万人になんなんとする大
都市である。それぞれの都市の発展が，極めて個性的・特異的であったこ
とは言う迄もないが，それは，共にそれぞれの歴史的条件によって，都市
の個性乃至はアイデンティティーが，刻印づけられ軌跡づけられたからで
あろう。ドイツの都市には，’己れが住む地域＝ローカル（語源lat．　locus
は場所の意味）を愛し，己れが住む環境を向上発展させようとする市民た
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ちの多年に亘る営為と努力があった。本稿は，市民たちの文化向上を目指
す積年の努力が，いかにその環境の中で花開いたかを，それぞれの都市と
大学の発展史の中で述ぺたものである。大学をつぐろうとする市民たちの
営々の努力は，合理を求め知的な向上を目指そうとする人々の永年の願望
の証左と言えるであろう。中世以来，ドイツでは，すでにハイデルベルク
（1386年），ケルン（1388年），エルフルト（1392年），ヴュルツブルグ
（1402年），ライプチヒ（1409年），ロストック（1419年），バーゼル（1460
年），トリーア（1473年），マィンツ（1476年）などの大学がつくられてい
た。（エ）本稿では，共に首都の経験をもつドイツの両都市，ボソとベルリソ
の場合を選んで，都市と大学の深くて密接な交流乃至は相乗効果の発展史
を見ることにしよう。
　注
　（1）’Franco　Cardini，　Universitllten　im　Mittelalter，　MUnchen；Sildwest，
　　　1991，SS．230－1．
1．　大学の起源とドイツ中世以降の諸大学
（1）ヨーロッパ大学の起源
　世界最古の大学，サレルノ（Salerno）大学は，9世紀に医学研修の機関と
して創立されたと伝えられるが，正確な創立の時期は今日不明である。ま
たボローニア（Bologna）大学は，法学研修の機関として，12世紀に生ま
れたと言われる。医学（サレルノ），法学（ボローニア），神学・法学・医
学（パリ，オックスフォード）などが，中世期の大学の最初の拠点学部で
あり，また学位記の授与権老も，助任司祭（ローマ），大司教（ピサ），司
教（フローレンツ），首相（パリ，オックスフォード）など，まちまちで
あった。（1》
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　このように，ヨーロッパの大学には，中世に創立されたものが多いが，
古い順に並べると，最古のサレルノ＊（12世紀），ボローニア（12世紀未），
の両大学（2）を筆頭として，パリ（13世紀初頭），オックスフォード（13世紀
初頭），ケンブリッジ（1209－25年），ローマ（1303年），ウイーン（1365
年）などの諸大学が，これに次ぐ。㈲
　＊　サレルノ大学に関しては，H．　Denifle，　Die　Entstehung　der　Universittiten
　　des　Mittelalters　bis　1400，　Graz，　Akademische　Druck・u．　Verlagsanstalt，
　　1956，S．232　u．　S．807の記述が参考になる。
　なお，オラソダ最古の大学ラィデン（Leiden）大学は，1572－4年のオ
ランダ独立戦争の折，兵糧攻めに遭いながら城に籠って頑強に戦い抜き，
ついにスペイン軍を撃退した市民たちの勲功を愛で，租税を免除してやろ
うと約したオランダ大公に対して，むしろ大学を造って欲しいと申し出た
市民たちの熱望に応えて，翌1575年設立されたと伝えられる。由緒と風格
の都市ライデンのこの逸話は，中世に大学創立の相次いだ時代から200余
年以上も経た近世初頭の物語りであるが，市民と大学との関係を考える上
で，まさに感動的なエピソードだろう。感動的なのは，多少の租税を払っ
ても，大学を造って欲しいと申し出た市民たちの不抜な向上心であり，知
的な高遽さというべきか。ヨーロッパには，市民の強い要望のもとに創立
されたこのような大学もあったことを付言しておこう。
（1）　H．Denine，　Die　Entstehung　der　Universit巨ten　des　Mittelalters　bis
　　1400，Graz；Akademischen　Druck－u．　Verlagsanstalt，1956，　S．232　u．
　SS．807－9．
（2）　Robert　Alt，　Bildatlas　zur　Schul－und　Erziehungs　Geschichte，　Band
　　1，Berlin；Volk　und　Wissen　Volkseigener　Velag，1960，　S．175．
（3）W．RUegg（Hrsg．），　Geschichte　der　Universit巨t，　Band　1，　M廿nchen，
　　Verlag　C．　H．　Beck，1993，　SS．70－73．
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（2）　ドイツ中世以降の諸大学
　ドイツの大学の起源は，フランスやイタリアなどの影響を受けて，ドイ
ツ人の精神生活が膨涛として高揚した時期に始まる。すなわち，11世紀
末，キリスト教と古代・古典主義への人々の関心が高まった時点以降に，
大学の創立はドイツ各都市で相次いでおり，ドイツ人の精神生活が俄かに
向上したことが窺われる。ω
　それ故，ドイツの大学は，ヨー・ッパの中では，比較的新しく，①Erfurt
（1379年），②Heidelberg（1385年），③K61n（1388年），④WUrzburg
（1388年），⑤Leipzig（1409年），⑥Rostock（1419年），⑦Trier（1454
年），⑧Freiburg（1457年），⑨Basel（1459年），⑩MainzとTtibifigen
（共に1476年）などが，中世にドイツで創立された大学と言えるであろ
う。（2）尤も，この順番にも，諸説があって，文献により若干の異同がある
が，ともあれ，ケルン，エルフルト，ライプチヒなどの大学が，ドイツ有
数の古い大学であることは否定しえない。ケルンでは，ドミニカ派の研修
機関Albertus　Magnus　und　Thomas　v．　Aquinoが，またエルフルトで
は，1396年以前にあった学舎Studiumカミ母体となり，またライプチヒで
は，1409年ザクセン公によって大学が創立された。（3）その後創立されたドイ
ツの大学乃至は学芸研究機関としては，ベルリンのMedico－Chirurgicum
（1724年），Akademie　der　Kimste（1796年），　Bauakademie（1799年）な
どが挙げられるが，1792－1818年の間に，ドイツは総計22大学（ケルン，
ボン，エルフルト，ミュソスターの諸大学を含む）を擁するに至っていた
ことも，付言しておこう。（5｝大学史＊から見れぽ，本稿のボン大学やベル
リン大学は，18－19世紀に創立されており，ドイツでは比較的新Lい大学
と言えよう。
　＊　ドイツの大学史に関しては，ライナー・A・ミュラー，別府昭郎訳「近代ド
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イツ大学史の方法と傾向」や別府昭郎「ドイツにおける個別大学史叙述の歴史
的変遷」，r明治大学史紀要』第9号（1991．6）所収が参考になる。
注
（1）　F．Paulsen，　Die　deutschen　Universittiten　und　das　Universitatsstudium，
　　Hildesheim；Georg　Olms　Verlagsbuchhandlung，1966，　S．15　f．
（2）　Geschichte　der　Universittit，　Band　1，　Mtinchen，　Verlag　C．　H．　Beck，
　　1993，SS．70－73．但し，前記のUniversittiten　im　Mittelalter，　Mtinchen；
　　Sttdwest，1991，　SS．230－1との間には，設立年数に関して，若干の異同が
　　ある。
（3）　F．Paulsen，　op．　cit．　S．17．
（4）　A．Patschovsky／H．　Rabe，　Die　Universitat　in　Alteuropa，　Konstanz；
　　Universitatsverlag　Konstanz　GmbH，1994，　S．211．
2．　ドイツの都市と大学
（1）　ボン　（Bonn）
　①　概況と市史
　ヨーロッパを貫流する「多国籍河川」ライン河の左岸に位置するボソ
は，面積約141．18qkm，海抜46－195mの起伏に富んだ町であり，（1）東
西南の三方を森となだらかな丘陵に取り囲まれた閑静な仔まいの住宅都市
であるが，古代以来数々の歴史に富んだ由緒ある都市と言える。ここが由
来，接合する二つの居館（選挙侯宮殿：Residenz　der　KurfUrstenとポッ
ペルスドルフ宮殿：PoPPelsdorfer　Schloss）を取り巻く貴族や廷臣たちの
静かな住宅区であったからであろう。現在も残る旧市内の家並の多くは概
ね第二帝制時代に建てられたもので，四階建ての建物の高さや窓の位置が
統一され，よく調和と均整がとれていて，とりわけ選挙侯通り，ビスマル
ク通り，アルゲランダー通り，ベートーヴェン通りなどの家並は，殊のほ
か美しい。（2）全町さながら博物館を思わせるこの町の旧市内に，工場が殆
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ど見受けられないのも，特徴的と言える。
　さて，この町の歴史を振り返ってみると，ケルト系の地名をもつボン
（Bonn）の元もとの起源は，ローマ帝政期に遡る。ローマ時代に，ライソ
川に臨む軍駐屯地として都市的な特色をもつに至った本市は，いわば「ロ
ーマの遺産」として，その後発展するが，ここの軍駐屯地は，当時，地域
砦，軍団の屋内市場と作業所，民間人のヴィークス（集落）などから構成
されていたと言われる。（3）
　すなわち，紀元約50－350年に至る迄の300年に及ぶローマ人駐屯中に，
軍団の宿営地Castra　Bonnsiaを中心に，この町は開かれた。約言すれぽ，
古代には辺境の城塞として，また中世には，ライン川を航行する船舶の関
税徴収所（現在のAlter　Zollは旧跡）として，この地に集落が形成され，
それが基盤となってこの町は発展した。そして修道院の周辺には，時の経
過と共に，自営業者たちが次第に定住し始め，特に現在マルクト・プラッ
ツのある地にあったVircus　Bonnensisが，自然にその後のボンの中心と
なって行った。今でも，聖ピータース教会ほか，この地の様々な教会に，
8世紀末の史料が残されているが，フランク時代には，この地は，Castrum
Bonnaと呼ばれて栄えた。（4）そして9世紀末のノルマン人の襲来によって
も，集落の位置は動かなかった。ボソ市史の中で，その後の重要な転機
は，1244年，ケルンの大司教Konrad　von　Hochstadenの命により，城壁
と塔と寺院や墓地の町になったことである。城壁は，南はライン川左岸の
昔関税徴収所のあった地点から，西のカシウス修道院（Cassiusstift）の地
まで，ほぼ半円形に取り囲んでいた。そして，ケルソ選挙侯・大司教の居
館がおかれていた約300年の間に，現在マルクト・プラッツのある中央広
場から放射状に伸び，ボンは中世都市として既に顕著な発展の足跡を印し
ていた。（5）
　後になって，1770年市内のボン・ガッセに生まれ，1792年，ウィーンに
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遊学する迄この町で青年期を過ごしたベートーヴェンや，シューマゾ夫妻
の晩年の逸話などによって，この町は有名となるが，ボンがこれらの音楽
家に因んで，「音楽都市」と称され始めたことも，特筆すべきかも知れない。
現在この町はベートーヴェンの銅像が立つ広場や彼の名を冠した立派な音
楽ホール（ベートーヴェン・ハレ）を持ち，またシューマン夫妻の眠る墓
地や夫妻に因んだ由緒ある建造物を市内に持っているが，市民たちは文化
水準の高いことを由来誇りとして来た。1949年5月，ボンが西独（BRD）
の首都となったことは，周知のところだ。首相であったアデナウアーやプ
ラントが環境を愛し，晩年に至るまで住み続けたのも，この町だ。「連邦
村」Budesdorfとジョークで囁かれるほど閑雅静寂な環境の中に，この中
都市は今世紀中「経済大国」ドイツの首都であり続ける。ボン市の最近の
人口は，276653人（1987年），292234人（1991年），296244人（1992年），
また人口密度は2066人／qkm（1985年）である。（6）
注
（1）　Das　Lexikon　der　deutschen　Stlidte，　Stuttgart；Xenos，1993，　S．111．
（2）　Bonner　Btirgerhtiuser，　Bonn；Universitatsbuchhandlung，　Bouvier，
　　1976．S．25　f．
（3）　E．エネン，佐々木克己訳rヨーロッパの中世都市』岩波書店，1987年，
　　13ページ以下。なおエネンの論文集Edith　Ennen，　Gesammelte　Abhand・
　　lungen　zum　europtiitischen　Stlidtwesen　und　zur　reinischen　Geschichte，
　　Bonn；Ludwig　R6hrscheid　Verlag，1977．　S．34£には，中世都市として
　　のボンの発展史が随所で触れられている。
（4）瀬原義生r中世都市の起源』未来社，1993年，314ページ。
（5）Paul　Zurnieden，　Bundeshauptstadt　Bonn，　Bonn；Wilhelm　Stollfuss
　　Verlag，　SS．14－23．
（6）Der　Fischer　Welt　Almanach　Zahlen　Daten，1994，　S．307，　Diercke
　　Lexikon，　Deutschland，　Braunschweig；Westermann　Verlag，1985，　S．
　　83，Das　Lexikon　der　deutschen　Sttidte，　Stuttgart；　Xenos，1993，　S．
　　111．
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　②ボン大学史素描
　母校ボン大学に栄光あれDer　Alma　Mater　Bonnensisというのは，こ
の大学の卒業生が親近感をこめて母校を称える時の呼掛けの言葉である。
校章には，ヴィルヘルム三世らしい人物を取り囲んで，円形の周囲に，
FRIDERICVS　GVILELMVS　I正．　BORVSSIAE　REX　UNIV．　LITT．
STATORと刻まれている。ライン・フリードリッヒ・ヴィルヘルム大
学・ボンReinische　Friedrich－Wilhelms－Universittit　Bonnという大学の
正式の名称が物語るように，この大学を1818年再建したプロシァ・王フリー
ドリッヒ・ヴィルヘルム三世（Friedrich－Wilhelm皿）の名に因んだもの
であろう。だが，大学の歴史と誇りは，それより180年も前の1639年，当
初5学級で開講したBonner　Antonio－Paduanumtが自立できなくなって
からも，1673／74年選挙侯マックス（Max　Heinrich）によって再興され，
幾多の困難と試練を乗り越えて，今日まで隆々発展してきていることであ
る。
　そこで，．ボン大学史を素描しておけぽ，ボンでは，既に13世紀に）一ド
ミ’ jコ修道会士たちhg階統的な研修機関を造つていたが，それを萌芽とし
て，後に大学に発展したと言われる。史実の伝える’とこうによれぽ，設立
以来の法学の府の令名も，1761年ケルソ選挙侯Kurk61hの跡継ぎとなっ
たマックス・フリードリッヒ（Max　Friedrエch）の治世には，既に下火と
なっていたと言われるが，選挙侯マックスのアカデミー（Maxischen　Aka－
demie）という大学設立時の因縁は，この学舎のその後の命運を決定づけ
るとととなった。（1）’
　この大学は，今も残るバロック風の本館，元のケルン大司教・選挙侯の
転地用居館の旧構を利用して，18世紀末の1777年，アカデミーとして始め
て創立された研究機関を，その濫筋とする。すなわち，ボソ大学は，ドイ
ツ有数の古い大学であるケルソ大学（1388年創立）を母体として，1730年
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に設置された哲学と法学のコyジウムが，1786年正式に大学に昇格したも
のである。開学早々の大学は，その後フランス革命に席巻されたが，18項
年ライソ地方がプロシァの手に落ちたため，1818年10月18日，フリードリ
ッヒ・ヴィルヘルム三世によって整備・再建されたことを機縁として，前
記の名称を冠するに至ったという。
　現在大学本部のある本校舎は，この元の選挙侯居館の旧構を中核とす
る。この建物は，既に13世紀に文献に登場，1633／34年改造され，1689年一
旦破壊されたが，1697－1703年宮廷建築師Enrico　Zuccaliによって粗構
造がまず造られ，その後，1716年以降，フランス人建築家R．de　Cotteの
設計によって拡張され，1725年修復を完了，（2’さらに，1895年と1926－30
年の二度の工事によって最終的な完成を見た。（3’1818年以来，現在に至る
迄，ボン大学の本校舎として利用されているのが，この建物だ。
　蛇足であるが，この選帝侯居館の主であったヶルン大司教Engelbert
von　Falkenburgは，1261－74年に至るまでの期間，自由意志でボンに定
住していたのではなく，ケルン市民，つまり同地の富商たちによって，28
キロ離れたボンに追放されたのだと言われているが，（4）真偽の程は分から
ない。
　ここで教授数と学生数の変遷の概略を示しておけば，教授数は53（1830／
31年），78（1875／76年），103（1920／21年），95（1950／51年），294（1980／
81年），学生数は865（1830／31年），707（1875／76年），4767（1920／21年），
7102（1950／51年），34399（1980／81年）であった。また教授一人当たりの
学生数は，16．3（1830／31年），9．1（1875／76年），46．3（1920／21年），74．8
（1950／51年），117．0（1980／81年）と記録されている。（5）現在①新教②旧
教③法学④医学⑤哲学⑥数学自然科学⑦農学⑧教育の8学部で構成され，
マックス・プランク研究所他の幾多の研究肇関や，広大な植物園やスポー
ツ科学研究施設を始めとする付属機関を’ 烽ﾁている。㈹
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　次に学生生活に触れておこう。ドイツの大学のご多分に漏れず，かつて
は，この大学でも，学生組合Korpsが，「花の学生生活」「遊び文化」「決
闘文化」の中心だった。かれらは居酒屋Kneipeにとぐろし，時によって
はしぼしぼ乱暴狼籍を働いた。1862年ボソ大学で学んでいた或る学生は，
「学生組合での生活は束縛がなく」「あらゆる乱暴を働いた」「市民はみな
笑ってそれを見ていた」と書いている。（7）また「学生牢Gefangnisに入る
ことは，学生組合生活の一部分みたいなもので，日常茶飯事の様だった」
という記録もある。⑧
　最後に，この大学で学んだ著名人を挙げておけぽ，K．マルクスや歴史家
L．ランケがいる。またA．W．シュレーゲル（Schlegel），アルント（Moritz
Arndt），ニーブァ（Barthold　G．　Niebuhr），　アルゲラソダー（Friedrich
Argelander）なども，この大学の名声を聞いて各地から集った逸材であ
る。（9）歴史家トラィチュケ（H．v．　Treitschke）は，1851年，その郷里ドレ
スデンから笈を負ってボソに始めて旅したが，この町と大学の初印象を，
「町はこざっばりしていて至って気持ちよく，新しい家並ぼかりです。大
学は昔の選帝侯の居館ですが，大変華麗豪奢です」と，その家郷に書き送
っている。（1°）その後，　ドイツ皇帝ヴィルヘルムニ世がこの大学で学び，
1891年，皇帝として母校を訪問したことも，名門大学としてのボソ大学の
名を高めた。ボソ大学は，ドイツでも有数の由緒と風格の歴史をもつ大学
だ。
注
（1）Max　Baubach，　Die　erste　Bonner　Universitlit　und　ihre　Professoren，
　　Bonn；Universittits－Verlag，194Z　S，9．　Max　Baubach，　Wigbert　Holle，
　　Werner　Klett　u．　Bernhard　Rang，150　Jahre　Reinische　Friedrich－－
　　Wilhelms　Universitat　zu　Bonn　1818－1968，　Wege　und　Formen　der
　　Studienf6rderung，　Bonn；H．　Bouvier　u，　Co．　Verlag・Ludwig　R6hr’
　　scheid　Verlag，1968．　SS．11－19．を参照。
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　　167。
（3）Reinische　Friedrich－Wilhelms　Universitat　Bonn，　Vorlesungs－Verzei－
　　chnis　fifr　das　Winter－Semester　1976／77，　S．16．
（4）　Merian　Bonn，　Heft　9／29，　SS．26－7．
（5）　Thomas　Ellwein，　Die　deutsche　Universit5t　von　Mittelalter　bis　zur
　　Gegenwart，　Frankfurt／M．；Verlag　Anton　Hain，1992，　S．338．
（6）　Deutscher　Hochschul　FUhrer，　Band　1，　Stuttgart；Josef　Raabe　Verlag，
　　1992，SS．8（｝－92．
（7）Thomas　Ellwein，　op．　cit．，　S．217，潮木守一rドイツの大学　文化史的
　　考察』講談社学術文庫，1992年，193ページ。
（8）　Thomas　Ellwein，　op．　cit．，　SS．217－8．
（9）　Deutscher　Hochschul　Ftihrer，　op．　cit．，　S．80，
（10）　Thomas　Ellwein，　op．　cit．，　S．210，
（2）ベルリン（Berlin）
　①　概況と市史
　蛇行するシュプレーSpree河畔の両岸に開けた「双子都市」ベルリソ
は，面積約900qkm，地形的には海抜34－120　mのほぼ平坦な都市であ
る。（！）太古は沼沢地であったと伝えられるが，現在は森や緑地や運河が至
って多く，極めて風光明媚な都市と言える。そして多年領主の住んだ首都
であっただけに，広大な旧狩猟地の森がかなり残されており，また，かつ
て皇帝や数々の権力者，更には第三帝国の将軍たちが疾駆往来した旧市内
の表通りには，今でも整然とした高層の大度が立ち並ぶ。そればかりか，
かつてジリーやシンケルなどの建築家の手掛けた名のある建造物が市内至
る所に残存しており，往時の偉容を偲ぽせている。街区は，造園家レンネ
や市建設局長であったJ．ホブレヒトなどの積年の努力による見事な都市
計画の跡が，随所に残されていて，行政の厳しい規制と秩序を愛するこの
地の市民たちの気質の伝統を窺わせるに十分である。
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　今日ベルリンのある一帯は，1157年に成立したマルク・ブラソデソブル
グ辺境伯（アスカニア家）の領地に組み入れられており，（2）その中心であっ
た都邑ブランデンブルグの東約90kmに広がるシュプレー河畔一帯に開け
たのが，現在のベルリンである。記録の伝えるところによれば，市の沿革．
は，13世紀乃至はそれ以前（1237年と1244年の十分の一税記録文書あり）
に遡る。つい最近開都750年を祝ったベルリンの正確な開都の年が何時だ
ったかは，正確には今尚不明と言われるが，シュプレー河畔の漁師町ケル
ン（C61n）と，そあ対岸の小邑Berlinの名が，始めて記録文書に現われ
たのは，1237年のことであると言われている（s）から，開都750年祭は，そ
こから起算してのことであろう。C61nは，ライソ河畔の都市K61nと同
じく，植民地の意味，またBerlinは，　br1－（湿地の意）と場所を表すin
の合成語で，「湿地」乃至は「川の中洲」の意味だと推測されている。　ド
イツ語の発音が熊と似ているため，ベルリソが由来熊のマスコットと共に
親しまれて来たことは，市民たちのユーモアとも言える。
　本市は元もと辺境の市場都市として生まれた都市集落で，中世には，城
塞都市として栄え，マリーエン・キルへ，ペトリ・キルへ，ニコライ・キ
ルへの三教会を中心に，次第に集落が形成された。ωこの町に初めて選
帝侯立の医療施設コレジウム・メディクムを王が設置したのは，フリード
リッヒ・ヴィルヘルム時代の1685年，当時のペストの大流行に対処する為
ペスト・コレジウムを設立したのは1719年，また勅令によって，軍民の為
の医療研究機関シャリテ（Charit6）を設置したのは1726年と言われ，い
ずれも前記のフリードリッヒ・ヴィルヘルムの治下であるが，㈹その後
も，この町の医療・衛生状態は依然立ち遅れていて，徐々にしか改善され
なかつた。「青い恐怖」として恐れられたコレラが，ベルリンで流行し，記
録上の最初の死者が出たのは1831年，また盛んに猛威を振るったのは，40－
50年代である。当時ベルリンの上下水道は未だ整備されておらず，市内の
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ドブ川は至る所で悪臭を放っていた。また給水施設の必要性は，40年代半
ばになって漸く論議され始める有様だった。具体的に言えぽ，ベルリンで
は，マグデブルク，ブレスラウ，ハンブルグなどに比して，近代的な給水
施設の建設が立ち遅れ，総延長114kmの水道基本路線網が，遅れ馳せな
がら通水し始めたのは，1856年であった。（6）
　次に，本市の文化風土史に目を転ずれぽ，選帝侯フリードリッヒ・ヴィ
ルヘルム（1640－1688）とその後継者たちは，揺らぎつつあった封建制を
改革して，ブランデンブルグ・プロイセン国家の基盤をかため，それを経
済的に強化する為，1685年フランスから500－6，000人のユグノーを移住さ
せた。ユグノーは新しい技術や洗練された生活様式をドイツ人たちに伝え
たばかりか，積極的にドイツ人と交流した為，おのれのもつ自立的な市民
意識や自治能力をも，広くドイツ人のものにすることに貢献した。かく
て，17世紀の末葉になると，ベルリンには前期啓蒙主義思想の爾後の発展
のための格好の地盤が出来上がった。そして，その時期から18世紀にかけ
て，王都ベルリンはドイツにおける市民啓蒙主義の一大中心となった。
哲学論理学，数学，自然科学の各分野で，ベルリンは多彩に花開くのであ
る。（7）
　ここで，19世紀中葉以降のベルリンの住宅事情について触れておくと，
1861年当時の住宅事情は未だ劣悪を極め，住民の10分の1がケラー（地下
室）に居住する有様で，約11万の住宅中ほぼ半数が暖房付きであったに過
ぎず，七人部屋，八人部屋，九人部屋に雑居しているものが多かったとい
う。市の急激な発展に伴い，住宅環境の整備が追い付かず，また出稼ぎ者
たちが過密な住居にひしめいていたからであろう。1860年当時，ベルリン
の主要産業は被服縫製業や木工・建築業であったが，1870年になると，金属
加工および機械製造業が俄然激増し，やおら優位を占めるに至った。住民
の約半数は，陽の当たらぬ裏長屋に居住しており，炊事場は普通吹き曝し
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の屋外中庭の片隅に位置した掘り井戸の脇であった。冬の寒さの厳しいベ
ルリンで，庶民の暮らしが，いかに厳しかったか，想像に絶しよう。普
通，裏長屋の入り口は一階にあり，そこから四階まで，暗くて狭く急な階
段が通じていた。1852年以降，警察は市の都市計画に基づく建設計画に制
度的に関与し始め，1857年，在来の5室の家屋から14室の家屋への建設計
画の改善を指示したが，経済力のない裏長屋の住民の住環境は，依然劣悪
な儘で，急速には改善されなかった。（8）1864－79年の15年間におけるベル
リソ市民の死因は，多い順から，肺結核，呼吸不全，肺瘍，コレラ，肺
炎，新生児虚弱体質，下痢，脳卒中，肺麻痺，咽喉炎であったと記録され
ており，総じて呼吸器疾患が多かったようである。（9）
　その後，チフスの防疫や白血球の研究に力を尽くした偉大な医学者であ
るとともに政治家（市議会議員，進歩党所属下院議員）でもあったフィル
ヒョー（R．Virchow）の努力と，市長A．ホブレヒトやその弟で市建設局
長のJ．ホブレヒトなどの指示と指導に基づいて，1873年画期的な下水処
理施設の建設工事が開始されると，ベルリンは当時「最も清潔で美しく，
しかも最も健康的な大都市の一つ」と言われるほどになり，市の公衆衛生
と市民の健康生活は著しく向上するに至った。運河が改修され，市郊外の
広大な下水施設が完成するのは，1906年である。そして，住宅事情も，第
一次大戦前の1910年には，全市平均で一戸当り3．51人になる迄に，著しく
改善された。だが，取り分け，19世紀以来の急速な発展は，在来のすべて
の自生的な町の成長を犠牲にするほど急速であっただけに，それまでの人
々の生活を危殆に瀕せしめたとの指摘もある。（1°）ここで，参考までに，
この町の都市化の基礎的指標を掲げておけぽ，街路舗装が始められたのが
1823年，ガス工場が出来て，この町に始めて市営のガス灯設備が完成した
のが1847年，基本路線網が開通して上水道事業の操業が開始したのが，前
述の如く1856年，排水施設や運河が整備され，開通したのが1878年であっ
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て，こうした都市化にともなう基礎施設の整備が完成するまでには，優に
20年以上を要しており，電力の供給（1884－1915年）となると，その後数
十年の歳月を待たねばならなかった。そしてヴァンゼー・パーン（Wann－
seebahn）と呼ぽれていたベルリソの環状線が，　Sパーソ（260　km）と変
わり，電化され，開通をみたのが，ヒトラー時代の1933年である。（11）
　以上のように，1871年ヴィルヘルムー世がここをドイツの帝都に定めて
以来，ナチス時代の終焉に至るまで，ベルリンは首都として発展して来
た。詳細は省くが，1798－1990年のベルリン市街地図を比較してみると，
市域は格段の広がりを見せている。そして第二次大戦後の1948年，西ベル
リンが壁で取り囲まれ，経済封鎖されたことは，今尚われわれの耳目に新
しい。ベルリソ市の総人口を振り返って見ると，1645年にはBerlin　835
戸，C61n　401戸，計1236戸とのみあるが，人口の記録はなく，1747年にな
って初めて107224人（男39278人，女45620人，市と緊密に密着する城外の
民421人，守備隊員とその家族21905人）との記録がある。（12）その後は，1816
年197717人，1831年248682人，1841年332212人と着実に増え続けて来てお
り，1867年には70万人，1870年には80万人を越えたと言われるが，ドイツ
帝制時代の1870年代には，優に100万人を突破，第一次大戦前の1913年に
は，総人口208万人に達していた。1920年，大ベルリンが成立してベルリ
ンは人口380万の大自治都市となった。1993年現在の総人口は4300000人で
ある。㈹人口増加率では，最も著しかったのが，周辺地に被服業が蝟集
し，空前の発展を遂げたプロイセン王政下1858－61年の60．9％である。ベ
ルリンの産業構造は，その後金属加工業や金属製造業の優位にとって代わ
られるが，こうした産業労働者の流入に伴う社会増によって，ベルリソ市
の人口は異常に増加した。（14）
　この都市の文化風土史にっいては，既に随所に言及して来たが，この章
の結びとして，その後における市民たちの文化環境向上の努力，取り分け
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名士たちの集まりの場サロンとミュゼアムの整備状況や，音楽都市ベルリ
ンの育成の努力について，触れない訳には行かない。1780年以降になる
と，市内にはLv．ランヶやF．K．v．ザヴィニーなどの常時集まる有名な
サロンが幾つか花開いた。㈹そして，こうした知的な文化的雰囲気の高
揚に刺激されて，市民一般の文化意識も徐々に向上した。この町では，由
来文化愛好の気風が強く，様々な文化保護や奨励が，行政や民間などによ
って多彩に行われて来たことも，併せて指摘しておかねばならない。その
総てについて紹介することは，到底この小論のよく成し得る所ではない
が，今ミュゼアムを例として，首都ベルリソを支えた市民意識ないしは市
民たちの文化キャパシティーの片鱗について，手短に触れておくと，ヴィ
ルヘルム・フォン・ボーデ，エドアルド・アルンホールド，ハリー・グラ
フ・ケスラーの三名の実務者とその他の人々の隠れた努力により，19世紀
中葉には，ベルリンのミュゼアムはドイツ中間層に広く開放されるように
なり，そして同世紀末葉から数十年間には，世界のミュゼアムの先進グル
ープの一角を占めるほどに整備されるに至った。（’6’H．v．カラヤンの指揮
するベルリン・フィルハーモニーが，第二次大戦後の1960－62年，当時の
西ベルリソに設立されたことは，今では旧聞に属するだろう。
注
（1）　Das　Lexikon　der　deutschen　St巨dte，　Stuttgart；Xenos，1993，　S．89．
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　　B6hlaus　Nachfolger，1992，　SS，34－43．
（3）　拙稿rベルリン地域医療史』，明大r政経論叢』58－3／4。
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　　　　　lin；de　Gruyter，1993，　SS．15－39．
　　②　大学史素描
　　ベルリンには，旧東ベルリン地区にベルリン・フムボルト大学（Hum－
boldt－Universitlit　zu　Berlin，（旧名Friedrich－Wilhelms　Universitat　zu
Berlin），旧西ペルリン地区にベルリン自由大学（Freie　Universitlit　Berlin）
があったが，何と言っても，歴史と伝統を誇るのは，前者である。そこで
以下には，前者に対象を絞って，その大学史を素描しておこう。
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　フムボルト大学
　この大学の前史は，17世紀の初頭に遡る。すなわち1547年以来存在して
いたGymnasium　zum　grauen　Kolster（選帝侯の命により，1579年神学，
哲学，法学の諸講義を設置）を基盤として，1607年形成された。現在，正
門の両脇には，フムボルト兄弟（ヴィルヘルムとアレグサンダー）の座像
が置かれているが，それは1810年この兄弟のイニシアティブによって本大
学が創建されたことに因むもので，「フムボルト大学」の名称をこの大学
が冠しているのも，また校章の中心に兄弟のプロフィルをかたどり，周り
にHUMBOLDT　UNIVERSITAT　zU　BERLINとあるのも，その創建
の由来によるものである。
　この大学の歴史に関しては，多くの文献が刊行されているが，その開学
の経緯に関しては，次の文献Rudorf　K6pke，　Die　Grtindung　der　Fried－
rich－Wilhelms－Universitat　zu　Berlin，　Berlin；Scientia　Verlag　Aalen，
1981とFriedrich　Paulsen，　Die　deutschen　Universittiten　und　das　Uni－
versittitsstudium，　Hildesheim；Georg　Olmsverlagsbuchhandlung，1966『
が詳しく，（1）また法学部の歴史に関しては，開学100年祭（1810－1910
年）を記念して刊行されたOtto　Liebmann（Hrsg．），　Die　Juristische
Fakulttit　der　Universittit　Berlin　von　ihrer　Grifndung　bis　zur　Gegenwart，
Berlin，1910が詳細を極めており，信用できる。（2）ケプケによれぽ，この
大学の建学の機運は，1806年10月のイエナの戦いを契機として膨涛として
起こった世論の高揚，すなわち王都に大学をつくろうという熱意と願望に
醸成されて，一気に進展した。1809年兄ヴィルヘルム・フムボルトが内務
省文教局長として招請され，着任すると，大学建設の準備は画期的に前進
したと言われる。建学時1810－11年の教授陣は，神学部4，法学部4，医
学部14，哲学部31，講師，実験助手5の計58（表1参照），同1810－11年
の学位取得者は，法学部1，医学部7，哲学部11であった。またパァウル
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ゼンは本大学設立当時の経緯について触れているが，それによれぽ，大学
の設立には，敗戦に引き続く1807年のティルジット和約の後，諸国と協調
しつつ内政を改革して，国威の宣揚に努めんとしていたプロイセンの意気
込みと欝勃たる思いが込められていたという。三冊目に挙げたリープマン
編のr法学部100年史』は，ザビニー（K．v．　Savigny）やアイヒホルソ
（E．F．　Eichhorn）などの名だたる法学部名教授たちの活動を，書簡の写
しを収録しつつ叙述しているが，本書によれぽ，1810年のベルリン・フム
ボルト大学の開学に際しては，時のプロシァ王フリードリッヒ・ヴィルヘ
ルム3世やヴィルヘルム・フムボルトの並々ならぬ助成と尽力があったと
いう。前記二教授が法学部の精神的な指導者であり，開学早々の学部の方
針や要項を定めるなど，その基石づくりに貢献した。K．　v．ザビニーは1810
年招きに応じてベルリン・フムボルト大学に着任し，1812－13年には学長に
任ぜられている。当時の聴講生の中には兄のヤコブ・グリム＊などがいた
が，1811年僅か6人の聴講者で始められた法学部は，1816年学生数97人を
教えている。約言すれぽ，1810年に創立されたこの大学は，プロイセンの
改革時代の国家的な輿望を担って，1806年頃から，ヴィルヘルム・フムボ
ルト，アレグサンダー・フムボルトの両兄弟や，内政改革の構想「ナッサ
ウ覚書」の筆者であり，事実上の首相でもあったシュタイン（H．F．K．v．z．
Stein），更には教授シュラィエルマッ・・一（F．　E．　G．　Schleiermacher）ら
によって手掛けられた。彼等の仕事は，大学の基礎的な構成と計画，財政
的な安定，教授陣の確保強化であった。㈹
　＊　尤も，グリム兄弟の伝記を調べてみると，既に1796年に父を失い，次いで
　　1808年母を失って，急遽ベルリンを去らざるをえなくなり，僅か23歳で弟妹の
　　世話や家計一切の切り盛りを引き受けさせられた長兄ヤコブは，正式には，ベ
　　ルリン大学の卒業資格を取得していない。（4）
　ここで，今日偉容を誇るコの字形の大学本館の建築史につき，その概要
に触れておけぽ，この建物は旧ハィンリヒ王子宮殿を基礎として拡充され
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た。その後，最初に構内に設けられた講義室の建設は，1809年以降，ワイ
マール城の内装を受け持ったことで知られる建築師ゲンツH．Genzの指
示によって行われた。そして，その後1836－46年の一部改造，1889－92年
の大改造，1913－20年の拡張工事を経るごとに着々整備された。その後二
回の大戦によって破壊されたが，1945－61年に再興されている。（5）
　ところで，この大学は，光彩陸離たる人物群を輩出している。まさに鐸
々たるものだが，いまその著名なものを挙げておくと，哲学者フィヒテ
（J．G．　Fichte，　1762－1829），　シュラィェルマッハー（F．　E．　G．　Schleier・
macher，1768－1834），ヘーゲル（G．　W．　F．　Hegel，1770－1831），フォィ
エルパッハ（LFeuerbach，1804－1872），マルクス（K．　Marx，1818－
1883），エンゲルス（F．Engels，1820－1894），医学者フィルヒョゥ（R．
Virchow，1821－1903），コッホ（R．　Koch，1843－1910），歴史家ランケ
（Lvon　Ranke，1795－1886），歴史家モムゼン（Th．　Mommsen，1817－－
1903），文学者ハイネ（H．Heine，1797－1856），自然科学者プランク（M．
P！ank，1858－1947），物理学者アンシュタィン（A．　Einstein，1879－1955）
などがある。（6）マルクスは1836－41年，エンゲルスは1841－1842年に，こ
の大学に学んでいる。（7）また多くの伝記が伝えているように，当時17歳で
あった後の宰相ビスマルクは，ゲッティンゲン大学法学部でのヘレン教授
の歴史学講義に感銘を受けたが，（8）学生組合Hannoveraに所属して大暴
れし，（9’1833年冬学期から，ベルリン大学法学部に転じて，まずこの大学
の学生牢Karzerに繋がれたとの武勇伝をもつ。例えば，史家エンゲルベ
ルクの伝記は，学生組合に所属していた時代のビスマルクのスケッチ画を
掲げ，決闘に至る迄の当時の経緯を伝え，α゜’またアイクの伝記は，ゲッ
ティンゲン大学・ベルリン大学時代の彼の行状について，「余り真剣に勉
強せず，教室にもロクに出なかった。彼は学生組合の学生として無責任な
生活を送り，大酒を飲み，25回以上もの決闘を行ったり，借金を重ねた
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が，大学には近寄らず，優れたベルリンの教授たちとも一切交わらなかっ
た」と記述している。（11）ビスマルクに限らず，学生はしばしぽ居酒屋に
たむろし，乱痴気騒ぎをして，大いに放縦不羅な青春を謳歌したらしいが，
大学の自治は伝統でもあった。ベルリソ大学の当時の学生組合には，前
記のHannoveraの外に，　GuestphaliaやBorussiaなどがあり，彼等は学
生たちの祝祭Festの花形であった。そして，いずれも祖国を憂い，その
ために献身・尽力しょうという烈々たる気概を若々しく歌いあげた数々の
学生歌を，しきりに高唱するのだった。まさに学生組合の学生は，シュト
ゥディールの言うように，「ヴィルヘルム時代の理想像」であり，若老た
ちの憧れの的であったと言える。（12）
　だが，当時の大学にも，厳しい規律があった。ここで，1880年代にお
けるこの大学の学生生活の一端に触れておけば，大学は学則と裁判所（学
長，大学評議員，教授の中から選ばれた法律顧問から構成）とをもち，有
罪と認められたものは学生牢に入れられた。ベルリン・フムボルト大学学
則には，決闘，人身障害，公共の場の秩序を乱す行為，官憲に対する侮
辱，教師に対する侮辱，煽動，徒党を組むことを禁ずる規定が定められて
いた。また1886年規定のベルリン・フムボルト大学学生牢規定には，牢内
における器物損壊や落書きの禁止，禁煙，講義への出席の禁止などがあっ
たという。㈹　これらの歴史は，プロイセン国家興隆期における輝ける大
学の時代を象微していたと言える。
　ところで，このような伝統をもつフムボルト大学も，栄光の歴史をのみ
辿る訳にはいかなかった。というのは，その後ナチスの暴虐な時代が到来
すると，多くの悲惨な抑圧の日々を体験せざるを得なかったからである。
ベルリソ大学史を回顧するとき，その悲惨な歴史の追憶も語らない訳には
行かない。そこで，グルーミーな日々の歴史について，敢えてここで付言
しておけば，ファシストの権力支配の下に，幾多の男女学生がゲシュタポ
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表1
　　政経論叢第63巻第2・3号
フムボルト大学の教員数（1810－1860年）
神学部 法学部 医学部 哲学部
年 ?????????????????????????????
講実?????
計
??????????????????81
W1
W1
W1
W1
W1
W1
W1
W1
W1
W2
W2
W2
W2
W2
W2
W2
W2
W2
W2
W3
W3
W3
W3
W3
W3
W3
W3
W3
W3
W4
W4
? ?? ??
36
?? ?? ?
?????????????
? ??? ?? ? ? ? ?? ? ?????? ? ????????????? ?? ?? ???????? ? ?? ? ?? ?? ?
??
????
???
?????
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ???????????58
U1
T6
T5
T6
T5
T6
U1
V3
V9
W1
W2
W8
W5
X4
O3
O6
P3
P7
P6
Q2
Q7
Q6
S0
T0
T0
T0
S8
S4
S5
S4
T3
??
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（表1っづき）
神学部 法学部 医学部　　　哲学部
???????????????????????????年
???? ?? ?
「???
??????????23
Q7
Q3
Q0
Q5
Q3
Q7
Q8
Q9
Q2
R1
R1
R6
R5
R1
R0
R0
R4
25
Q7
R0
R1
R2
R3
R1
Q9
Q8
Q7
Q7
Q7
Q6
Q5
Q5
Q7
Q5
Q8
??? ??????14
P3
P1
P2
P2
P3
P4
P8
P9
P8
P9
Q0
Q3
Q2
P9
P9
P8
P9
10
P1
P1
P0
P0
P0??????
14?????? ? ???? ??????????????????????????????????????????? ? ???
の手によって拘禁され，また1942－45年には，反ナチ・反戦活動をしたと
の廉で，12名の学生たちが処刑された。現在，大学構内の壁に，ブロンブ
製の記念碑が嵌め込まれているのは，反戦平和のために殉じた先輩の悲痛
な思いを偲び，平和への誓いを新たにするためであろう。（14）
　この大学がフムボルトによって創建されて以降（1810－60年）の教員数
と学生数については，詳細な記録がある。創立当時（1810－11年）のこの
大学の教員数は，前述の如く総数58（内訳，神学部＝正教授3，私講師1，
法学部＝正教授3，助教授1，医学部＝正教授6，助教授1，私講師7，
哲学部＝正教授13＋6，助教授6，私講師6，他に講師・実験助手5），
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表2
　　政経論叢　第63巻第2・3号
フムボルト大学の学生数（1810－1860年）
聴講手続きをした学生
学　　期 神　　学 法　　学 医　　学 哲　　学 総　　計?????
?
?????
計
?????
計
?????
計
?????
計
Winter　1810／11
rommer　1811
vinter　1811／12
rommer　1812
vinter　1812／13
rommer　1813
vinter　1813／14
rommer　1814
vinter　1814／15
rommer　1815
vinter　1815／16
rommer　1816
vinter　1816／17
rommer　1817
23
T3
S4
P9
P8
@
?????????
　6
P6
P
P0
@8
@1
@5
@9
@3
P0
@6
P3
@9
@5
29
U9
T5
Q9
Q6
@4
@5
P4
Q8
Q4
P2
P9
Q1
Q6
40
R5
S3
Q2
R3
@7
@4
@4
S8
@9
Q6
P9
R4
S4
13
@8
Q4
P1
P4
@6
@2
@8
Q4
Q4
Q7
R2
R0
P8
53
S3
U7
R3
S7
P3
@6
P2
V2
R3
T3
T1
U4
U2
49
Q4
Q1
@6
Q0
@3
@3
@7
S0
@7
@8
Q6
R0
T1
68
S1
R4
Q3
Q6
@4
@5
P9??????
117
U5
T5
Q9
S6
@　7
@　8
Q6
X5
R1
S4
E95
W4
V3
14
Q8
P0
@9
???????????
40　17
@　　　7
@　　23
@　　13
　　18
@　　　4
@　　　7
@　　13
@　　26
@　　12
@　　14
@　　30
@　　38
@　　　14
57
Q1
T1
Q3
Q7
@4
P0
P8
V0
P5
P7
S7
T0
R7
152
P26
P36
T7
W0
P3
P0
Q1
P57
R3
S3
U8
W8
P39
104
V2
X2
T7
U6
P5
P9
S9
P08
V0
W3
P44
P31
T9
256
P98
Q28
P14
P46
Q8
Q9
V0
Q65
P03
P26
Q12
Q19
P98
Winter　1817／18
Sommer　1818
Winter　1818／19
Sommer　1819
Winter　1819／20
Sommer　1820
Winter　1820／21
Sommer　1821
Winter　1821／22
Sommer　1822
Winter　1822／23
Sommer　1823
Winter　1823／24
Sommer　1824
Winter　1824／25
Sommer　1825
38
93
???????????????
24
Q1
R9
R7
R8
R3
S1
R7
S5
T1
S9
R9
T5???
117　193　　68
118176　　54
146235123
153　213　103
172240
161184
83201
181230
198303
240320
246323
238311
274335
301400
412516
424508
　 261239157396108
　 230199123322113
　　358235191426137
　 316192170362119
91　331221　176397140
63247188145333115
65266190150340141
6829819714　342122
97400209155364149
83403　213　160373　128
90413220161　381　130
5436　　213139352108
7 410237147384127
62462213121334107
9 61224814　　392122
77585235130365108
60168
58171
94231
61180
74214
54169
64205
48170
61210
78206
79209
5 16
591 6
51158
60182
561 4
633309　　942
585256　　841
7144471161
640371　1011
7353791114
615295　910
674320　　994
693298　　991
8143581172
8503721222
87 3791249
　8312851116
　9 83361254
　9642911255
1 133851598
1188350　1538
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学　　期
Winter　1825／26
Sommer　1826
Winter　1826／27
Sommer　1827
Winter　1827／28
Sommer　1828
Winter　1828／29
Sommer　1829
Winter　1829／30
Sommer　1830
Winter　1830／31
Sommer　1831
Winter　1831／32
Sommer　1832
Winter　1832／33
Sommer　1833
Winter　1833／34
Sommer　1834
Winter　1834／35
Sommer　1835
Winter　1835／36
Sommer　1836
Winter　1836／37・
Sommer　1837
Winter　1837／38
Sommer　1838
Winter　1838／39
Sommer　1839
Winter　1839／40
Som坦er　1840
聴講手続きをした学生
神　　学 法　　学 医　　学 哲　　学 総　　計
?????
計 本外早@国
l人
計
???
外国計
l
?????
?
?????
計
340101441　552
367　　99466520
377119496561
362　116478504
3 8146524507
402147549487
428168596494
434132566488
474151625527
478133611　499
487154641　530
46412158　　515
97　　77474412
411　72483408
442127569473
455133588470
444151　59　　515
45　　123578451
424129553436
391　118509385
78129507418
355116471381
337112449375
321109430367
21　109430387
311　108419370
40115455383
3 8　　87425342
33　　98431　383
313　　83396342
　8964123415
　82602214132
　87648213170
　73577186147
　91 98193173
　76563172134
116610178152
150638164135
185712162146
3 633176126
171701　188141
159674185117
　96508159　　99
　76484173　98
112585192　128
141611214127
174689258149
143594255147
135571230138
108493230128
141559227139
1305 1257116
139514264108
108475265　　91
110497260121
18488265108
141524281129
118’460282100
43526298131
105447290114
89115
3 61 2
383130
333126
3661 2
3061 0
330 40
299 3
308 67
302 48
329157109
302152103
258157　72
271　160　　66
320 72　　86
341166　　95
407194116
402182107
368202106
358210　81
366232109
373225　97
372252109
356230　　94
381257105
373245　　91
410262121
382254108
429264128
404240120
5617112414011642
6618812233791602
7520　12814511732
8020611784161594
9 22　　12105021712
732131201　4301631
7621612405121752
7020312194871706
9 26413305791909
93241　1301　4861787
　　26613625751937
　　25　13165001816
　　22911253441469
　 226　11523121464
　 25812794531732
　 261　13054961801
　　3 01411　5902001
　　289　1343　5201863
　　30812925081800
　　29 12164351651
　　341　12555181773
　　32212184591677
　　361　12284681696
　　32411834021585
　　36212254451670
　　33611914251616
　　38312665061772
　　36212164131629
　　39212785001778
　　36011854221607
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学　　期
聴講手続きをした学生
神　　学
?????
???????????????80
V7
V7
V8
X0
U4
S9
P5
P8
O4
O7
W4
U9
U3
U8
U6
T3
R4
S2
T2
R9
S3
R9
Q8
R3
R8
T2
U0
V2
V1
???????????。??????
18
P8
P8
P8
P8
P8
P8
P8
P8
P8
P8
P8
P8
P8
P8
P8
P8
P8
P8
P8
P8
P8
P8
P8
P8
P8
P8
P8
P8
P8
40
?
法 学
?????
計
医　　学
?????
69
U9
V2
V8
S8
R5
Q0
???????????????????????
????? ? ? ????……???????????…??????????????????……???82V3????????????????????????????
計
哲 学
?????
計
総 計
??????
?? ??????????48
S1
T1
S4
T3
S5
T0
S1
S3
R9
S6
R5
R8
R5
S3
R1
Q3
Q4
Q9
Q9
T3
R1
R9
R4
R5
R1
R1
Q3
R0
Q4
……
…… ??????????????????????39R6
S3
S1
S6
R9
S4
S0
S3
S2
S4
R8
S3
S1
S4
R9
R1
R1
R4
R3
R5
R5
R8
R5
R9
R6
R6
Q9
R2
R0
?? ?? ?? ?? ? ? ? ?
????????????
25
Q5
Q8
Q8
Q9
Q6
Q8
Q6
Q8
Q8
Q9
Q7
Q9
Q7
Q9
Q7
Q2
Q3
Q4
Q5
Q6
Q5
Q6
Q4
Q6
Q5
Q5
Q2
Q2
Q1
?? ? ? ? ??? ?? ? ?
????
39
P2
P4
W4
O7
X1
O0
W7
X1
V9
X1
V1
U9
U3
U2
S9
S2
T0
U0
U7
V2
U3
V6
U6
T8
U4
S9
S0
S4
S0
1
1
? ? ??
1
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（表2っづき）
学　　期
Winter　1855／56
Sommer　1856
Winter　1856／57
Sommer　1857
Winter　1857／58
Sommer　1858
Winter　1858／59
Sommer　1859
Winter　1859／60
Sommer　1860
聴講手続きをした学生
神　　学
?????
204　56
223　46
241　51
2 6　33
261　51
2 2　29
27　46
26　38
279　48
273　41
計
2 0
2 9
292
289
3 2
81
321
303
327
3 4
法　　学 医　　学　　哲　　学
?????
????
???????＝??????
92
V2
X9
W2
Q5
X2
?????
???????
?
1
?? ????????????? ????
計
331
276
319
288
343
293
総　　計
?????
193
1133
1220
1126
1189
316
249
350
283
381
1974244
3561137330
358　1090256
4121127348
120436110731
計
1509
1382
1570
1409
570
1308
1467
134
1475
422
また創立時点における学生数は，神学部29，法学部53，医学部117，哲学
部57の総計256であった（表1及び表2参照）。（’5）1992年のドイツ大学案
内によれば，最近の大学規模は，神学部，法学部，医学部（教員数154，
研究助手1271，事務職4007，学生数3281），数学専攻コース（教員数25，
研究助手85，事務職30，学生数746）物理学専攻コース（教員数　34，研究
助手132，事務職165，学生数476）化学専攻コース（教員数27，研究助手
94，事務職135，学生数284）薬学専攻コース（教員数7，研究助手16，事
務職23，学生数215）生物学専攻コース（教員数18，研究助手51，事務職
66，学生数585）心理学専攻コース（教員数12，研究助手32，事務職23，
学生数328）地学専攻コース（教員数10，研究助手25，事務職17，学生数
276）電気工学専攻コース（教員数18，研究助手67，事務職48，学生数516）
情報科学専攻コース（教員数9，研究助手36，事務職16，学生数310）法学
専攻コース（教員数30，研究助手55，事務職25，学生数1551）神学専攻コ　　
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一ス（教員数24，研究助手12，事務職8，学生数296）経済学専攻コース
（教員数46，研究助手62，事務職26，学生数1377）他の一研究所，三専攻
コースをもつに至っている。（17’社会主義国であった東独ですら，この充
実振りである。国家および地域社会の学問社会に対する限りなき民族の情
熱が感じられる。
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む　す　び
　冒頭に書いたように，本稿では，都市をボンとベルリンに限定して，都
市と大学の交流関係史を述ぺた。両大学が共にいわゆる都心型大学である
ことも興味深い。都市や巷が大学を形成したか，大学が都市に協力して文
化的な環境を形作ったか，いずれにせよ，両者間の密接不可分な関係が，
ボソとベルリンの場合を見ても，十二分に窺われよう。人間を育む場が教
室やキャシパスに限局されない以上，そのことは余りにも当然と言える
が，都市環境は古くから大学の父であり，また母であった。勿論，人間が
多年掛かって形成したものであるだけに，両者の関係は，高雅な関係にの
み終始しえず，時に暗雲の下に厳しく痛め付けられたり，また幾多の相剋
と試練に満ちた紆余曲折の過程を辿ることもあったが，都市と大学の歴史
は，人間の英知と創造力のひたむきな前進を，こんにち垣間見させてくれ
る。歴史は，未知と前進への不断の挑戦の過程と言えるが，本稿の都市と
大学の場合も，同じ命運を担っていよう。その逞しい前進に心ひかれて，
私はこの論考を纏めた。理想の都市と大学に終末はない。
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